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哲
學
観
究
　
第
胃
四
十
二
毅

が
殿
未
に
於
て
研
究
さ
れ
六
確
の
紀
行
な
ご
、
色
々
の
方
面
に
互
っ
て
み
ろ

が
、
主
ミ
す
る
所
に
従
っ
て
、
「
哲
學
者
の
話
」
書
題
さ
れ
た
や
う
で
あ
る
Q

　
本
書
に
も
ビ
よ
り
著
看
専
門
の
研
究
の
戊
果
た
示
し
六
も
の
で
に
な
い
。

む
し
ろ
氏
ミ
し
て
に
研
究
の
鹸
力
為
以
て
、
時
々
の
感
興
為
そ
の
ま
」
葬
っ

て
し
ま
に
す
に
》
華
紙
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
六
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
各

篇
皆
だ
り
ぐ
に
署
者
の
多
方
衝
に
調
瀦
的
に
嚢
展
ぜ
る
人
絡
…
が
明
瞭
に
随

所
に
襯
れ
て
る
ろ
。
　
人
血
各
般
の
問
題
に
目
す
る
著
者
の
脚
驚
岳
な
、
し
か
も

澄
明
な
入
生
齪
が
、
亭
明
練
蓮
な
ろ
筆
で
以
て
、
一
ば
つ
毫
リ
ざ
描
き
出
さ
れ

て
み
る
。

　
蘇
に
「
サ
ン
タ
ン
ゼ
ロ
の
古
城
た
訪
・
フ
て
、
」
、
ジ
ヨ
ル
ダ
ー
ノ
ブ
・
ル
ー
ノ

が
七
年
間
苫
し
め
ら
れ
、
さ
い
な
皇
れ
た
獄
含
矩
著
者
が
訪
ほ
れ
宍
紀
行
丈
、

「
ベ
ー
コ
ン
の
牧
賄
琳
件
」
を
明
に
し
た
小
品
、
「
牛
津
の
哲
論
者
シ
ラ
…
し
に

よ
っ
て
兄
畑
賞
鰐
さ
れ
訊
ハ
今
ロ
ロ
の
イ
ギ
リ
ス
の
一
省
九
三
巻
の
小
罵
的
、
さ
て
は
↑
「
カ
ン

ト
の
盃
誕
二
百
年
に
際
し
て
」
は
署
者
が
ガ
ン
ト
が
生
れ
、
育
ち
、
學
び
、

働
き
弼
し
て
死
し
た
る
東
プ
・
イ
セ
ン
の
都
城
ヶ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ビ
な
訪
問

さ
れ
．
六
昨
の
成
心
想
な
ざ
口
特
に
．
本
堂
隅
中
凶
ぐ
も
、
我
々
に
、
数
へ
る
所
が
多
い
・
も

の
こ
惑
じ
ら
れ
六
。
（
高
橋
）
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